
講師：中川幾郎氏 

鳥取・島根広域連携協働事業----------------------------------------------- 

～遺跡・文化財におけるパートナーシップ～ 
 

まちの遺跡や文化財を活かすためには、行政と市民の

パートナーシップが必要です。その結果、まちのアイデ

ンティティが育まれ、活力あるまちづくりにつながりま

す。自治体は、市民との協働による文化政策をいかに

すすめるか、市民ボランティアは、どのように行政に参

画していくか、自治体行政、まちづくり、住民自治などに

詳しい、中川幾郎先生（帝塚山大学名誉教授）をお迎え

して、ユーモアと辛口を交えたお話をいただきます。 

 

◇と き ７月６日（木）午後２時～４時（開場１時３０分） 

◇場 所 米子「本の学校」多目的ホール 定員６０名 (入場無料) 

                      〒６８３-０８０１ 米子市新開２丁目３番１０号 
 

◇申込み  郵送・電話・メール等により、７月３日までに申し込みください。       

＝定員になり次第、締め切ります。 

＊オンライン（ZOOM）による受講もできます。 
（むきばんだ応援団まで、メールで申し込みください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【申込み先】山陰遺跡ネットワーク会議事務局 

□むきばんだ応援団    〒683-0801 米子市新開２丁目３番１０号  

本の学校２階市民サロン内   

       電話 ０８０－１９１５－６６６４  FAX ０８５９－３１－９２３１ 

Email  mukibanda.oendan@gmail.com  

□田和山サポートクラブ  〒690-0045 松江市乃白町３２－３ 

電話 ０９０－２２９６－２６３７（吉川） FAX ０８５２－２８－８９６７ 

プロフィール：中川幾郎（なかがわ いくお） 

同志社大学卒業、大阪大学大学院修了。大阪大学博士（国際公共政策）。専門は地方自治論、行政学、都

市政策、文化政策、人権政策など。1969 年より豊中市役所勤務、1997 年より帝塚山大学法学部で教鞭をと

る。総務省や文科省の委託をうけて全国各地で講演をおこなうほか、地方自治体の各種委員会の委員長を

務め、参画と協働によるまちづくりを推進する。現在、帝塚山大学名誉教授。日本文化政策学会顧問、豊か

な行政経験を活かし、現場感覚に満ちた実践的なアドバイザー。◇著書 「地域自治のしくみづくり 実践ハン

ドブック」(学芸出版社、2022 年編著)「文化政策と地域活性化を考える」(今井出版、2022 年単著)など多数 

 

（講師：中川幾郎さん） 
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